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同
地
区
は
交
通
、
産
業
、
教
育
、
文
化
の
面
よ
り
し
て
か
つ
て
か
ら
薑
松
岡

町
に
合
併
淀
望
ん
で
や
ま
な
か
っ
た
が
、
高
萩
市
が
誕
生
し
て
か
ら
も
と
の

望
み
を
失
は
す
、
こ
の
度
漸
く
宿
願
が
叶
い
境
界
錘
更
の
法
的
措
置
に
よ
っ

て
、
七
月
一
日
晴
れ
て
高
萩
市
に
編
入
合
併
の
実
を
結
ん
だ
。

当
日
の
式
典
は
、
粟
海
炭
礪
株
城
市
の
御
厚
情
に
対
し
厚
く
謝
区
の
将
来
の
大
発
展
を
祈
念
す

式
会
社
倶
楽
部
を
式
場
と
し
て
意
を
表
す
る
と
と
も
に
望
海
地
る
も
の
で
あ
る
。

本
市
各
界
代
表
及
北
茨
城
市
関

味
噌
と
と
も
に
四
十
四
年

係
者
並
隣
接
部
落
代
表
者
、
そ

商
工
永
年
勤
續
者
表
彰

れ
に
望
悔
地
区
代
表
者
約
二
百

名
集
合
午
前
十
時
開
会
、
両
市

市
長
並
両
市
議
会
議
長
の
式
誹
市
商
工
会
主
催
永
年
勤
続
従
業
四
十
年
勤
続

並
祝
辞
が
あ
り
望
海
地
区
代
表
員
表
彰
式
は
去
る
六
月
二
十
五
日
本
耐
火
工
業
株
式
会
社

伊
勢
井
徳
吉

菊
池
黍
二
郎
氏
の
ね
ん
ご
ろ
な
日
午
前
九
時
半
か
ら
高
萩
劇
場

二
十
五
年
勤
続

識
鮭
詫
劉
蝿
羅
郷
熱
臓
瀧
謝
鱗
小
峯
雌
誌
嘩
議
市

城
県
譲
会
議
長
代
理
同
副
議
長
し
表
彰
状
及
記
念
品
を
贈
呈
、

御
協
力

鈴
木
茂
氏
茨
城
県
新
市
町
村
建
つ
い
で
小
峯
市
長
よ
り
左
記
四

設
審
識
委
員
会
委
員
久
保
三
郎
氏
に
表
彰
状
及
記
念
品
を
授
与

あ
り
か
と
垂
ソ

氏
等
の
祝
詳
が
あ
っ
て
厳
粛
荘
来
賓
と
し
て
、
小
峯
市
長
、
吉

厳
裡
に
式
典
を
終
っ
た
。
田
議
会
議
長
、
平
井
税
務
署
長
一
、
目
標
額

因
に
望
海
地
区
は
世
帯
数
五
十
（
代
理
）
矢
代
文
教
、
厚
生
委
二
七
一
、
○
○
○
円

七
、
人
口
男
一
五
八
、
女
一
二
員
長
の
祝
齢
が
あ
り
、
被
表
彰
二
、
実
績
額二
六
八
、
二
四
三
円

一
↓
塞
葡
淀
都
祁
銅
馳
回
訓
鰄
亟
跨
塞
識
霊
錘
壷
言
鑑
誹
澤
信
唾
達
成
率
九
八
％

五
月
一
日
か
ら
全
国
一
齊
に
行

を
ふ
り
か
へ
て
今
日
の
佳
き
日
映
画
の
鑑
賞
を
行
っ
て
散
会
し
わ
れ
た
赤
十
字
募
金
に
つ
い
て

を
打
喜
び
後
刻
合
併
報
告
会
や
た
。
は
皆
様
の
御
協
力
に
よ
っ
て
目

四
十
四
年
勤
続
標
額
の
九
八
％
で
あ
と
一
息
と

映
画
の
集
い
を
行
っ
た
。

舟
生
味
噌
店
云
う
と
こ
ろ
で
す
。

』
‐
｜
の
事
に
関
す
る
関
係
各
位
の

鈴
木
丈
吉
お
届
け
に
な
ら
な
い
町
内
の
御

御
努
力
特
に
審
議
委
員
で
あ
る
四
十
二
年
勤
続
協
力
が
あ
れ
ば
一
○
○
％
達
成

八
塚
陽
介
、
久
保
三
郎
、
塚
田
は
目
の
前
で
す
。
な
お
一
段
の

石
安
商
店

義
一
三
氏
の
御
苦
勢
並
に
北
茨
北
條
誠
道
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

望
海
地
睡
の
皆
さ
ん

平
生
入
ノ
シ
」
〃
」

生
活
を
ス
ム
ー
ス
に
運
ぶ
た
め

唯
朋
姉
卵
”
唾
特
別
貯
蓄
連
動
旬
刊

「
安
物
買
の
ぜ
に
失
い
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
二
つ
の
店
で
同
じ
銘
柄
の
同
じ
品
質
の
品
物
を
売
っ
て
い
て
一
方
の
店
が
い
く
ら
か
値
段

が
安
け
れ
ば
こ
れ
は
本
当
に
安
い
と
い
え
よ
り
。
だ
が
値
段
の
相
違

に
は
必
ず
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
極
端
に
人
の
目
を
ひ
く
安
い

物
の
多
く
は
品
質
が
劣
る
と
ゑ
て
ま
づ
間
違
い
は
な
い
。
よ
り
よ
い
、

品
物
を
妥
当
な
値
段
で
買
う
こ
と
は
仲
為
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
る

使
っ
て
み
て
そ
の
良
さ
に
気
ず
き
、
買
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
も
の

で
あ
れ
ば
、
表
面
は
高
い
値
設
の
品
物
で
も
実
質
的
に
は
本
当
に
安

い
品
物
を
買
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
様
な
品
物
は
綿
密
な
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
ま
か
い
点
で

人
手
や
機
械
の
性
能
が
十
分
に
砺
使
さ
れ
て
い
る
か
ら
ど
う
し
て
も

値
段
が
は
る
の
は
や
む
を
裾
な
い
。
だ
が
多
く
の
人
が
そ
の
よ
う
な

品
物
を
好
み
、
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
産
業
を
よ
り
よ
く
育
て
上

行
き
世
界
的
な
競
争
に
も
打
勝
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

良
い
品
物
を
選
ぶ
気
分
的
な
ゆ
と
り
を
持
ち
、
粗
悪
な
品
物
に
引
き

つ
け
ら
れ
な
い
心
栖
え
を
養
う
た
め
に
は
、
や
は
り
資
金
的
な
ゆ
と

り
を
糀
に
培
う
こ
と
、
つ
ま
り
お
金
の
貯
え
が
必
要
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
お
金
は
使
う
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
貯

え
る
こ
と
自
体
が
最
後
の
目
的
で
は
な
い
。
必
要
な
時
に
不
便
を
し

な
い
大
事
な
時
に
お
金
の
問
題
で
事
欠
か
な
い
、
つ
ま
り
お
金
を
貯

え
る
こ
と
は
生
活
を
ス
ム
ー
ス
に
運
ん
で
ゆ
く
一
つ
の
手
段
と
い
え

よ
う
。
生
活
を
改
蕪
す
る
た
め
に
も
、
生
産
向
上
の
た
め
に
も
冗
費

を
省
き
資
本
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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一
そ
ん
な
こ
と
な
い
」

ス
ク
ー
ル
バ
ス
試
乘
記
と
云
，「
大
体
一
学
期
も
終
る
が
高

高
萩
市
長
小
峰
威
夫
萩
え
通
学
し
て
ど
う
思
う
か
」

「
高
萩
え
通
う
こ
と
が
出
来

高
萩
市
誕
生
以
来
の
懸
案
で
あ
生
徒
は
一
列
行
列
し
て
待
つ
、
て
喜
ん
で
居
る
」
と
言
っ
た
。

る
小
学
校
の
統
廃
合
の
問
題
も
乗
車
し
た
の
は
十
三
名
と
算
え
今
少
し
問
答
を
繰
り
返
し
た
か

第
一
次
の
事
業
と
し
て
横
川
中
る
、
真
先
に
乗
っ
た
の
は
足
の
つ
た
が
雨
上
り
の
悪
路
と
騒
音

学
校
の
高
萩
中
学
校
え
の
統
合
悪
い
生
徒
で
あ
る
、
乗
り
場
も
で
聞
き
と
り
憎
い
の
で
止
め

を
本
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
こ
ゆ
れ
な
い
運
転
手
の
す
ぐ
後
で
た
。
第
一
駐
車
場
か
ら
乗
っ
た

と
と
な
り
国
鉄
バ
ス
の
好
意
に
あ
る
。
第
二
駐
車
場
か
ら
は
二
時
に

よ
り
ス
ク
ー
ル
・
ハ
ス
を
運
行
す
十
六
名
乗
る
、
何
れ
も
一
列
で
「
遠
い
人
は
何
里
位
か
」

る
こ
と
に
な
っ
た
。
折
悪
し
く
整
然
と
し
て
い
る
、
腰
掛
を
持
と
聞
い
た
ら

受
入
式
の
日
は
他
出
の
た
め
出
ち
込
む
、
立
つ
人
は
一
人
も
な
「
七
粁
位
約
二
時
間
を
要
す

席
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
其
の
い
、
通
学
生
は
五
十
四
名
あ
る
る
」
と
言
っ
た
。

后
の
状
況
を
視
察
し
た
い
と
考
が
風
邪
其
の
他
の
郭
惰
で
欠
席
試
乗
し
た
結
果
か
ら
考
え
て
運

へ
た
が
種
会
の
都
合
で
延
引
し
し
三
十
九
名
で
あ
る
、
私
の
乗
行
も
極
め
て
静
か
で
生
徒
も
い

去
る
七
月
二
日
朝
、
何
れ
え
も
つ
た
の
が
わ
か
っ
た
の
か
割
合
き
／
、
と
し
て
居
る
し
何
れ
も

無
連
絡
で
試
乗
し
た
。
に
静
か
で
あ
る
、
居
睡
り
ら
し
一
列
行
列
を
励
行
、
降
り
る
と

夜
来
の
雨
も
す
っ
か
り
晴
れ
上
く
眼
を
閉
じ
て
居
る
も
の
も
あ
き
は
係
員
に

り
朝
日
が
暑
い
位
、
・
ハ
ス
は
六
る
が
大
底
は
本
を
出
し
て
居
る
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」

時
二
十
分
正
確
に
出
発
、
七
時
前
列
に
居
た
二
、
三
人
に
と
帽
子
を
と
っ
て
礼
を
す
る
、

十
分
横
川
第
一
駐
車
場
着
、
同
「
バ
ス
通
学
は
疲
れ
る
か
」
誠
に
秩
序
整
然
、
通
学
自
治
が

乗
の
横
川
小
学
校
長
は
降
り
る
と
聞
い
た
ら
よ
く
守
ら
れ
て
い
て
大
人
の
我

～
１
１
１
～
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

灘
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市庁舍建設工事状況

市驍舍建設工事初む

昨年度から懸案の市庁舍敷地は、地主並に交渉に当られ

た議員各位の格別なる御協力により大字高萩字北川地内

田地一町歩を買收の承認を得、四月十五日市腱業委員会

及び同月二十七日の県農業委員会に於てそれぞれ農地転

用の申請を満場一致議決し、五月九日付を以て知事の許

可書を受理したので五月十九日から埋立工事に着手、八

月末までに埋立を了し九月一日建築に着工の予定、問庁

舍については鉄筋コンクリード三階建延570坪を東京の

石本建築事務所で設計中。

々
が
恥
か
し
い
気
持
ち
だ
。

今
は
日
が
長
い
か
ら
い
Ｌ
が
寒

く
な
っ
て
日
が
短
か
く
な
っ
た

と
き
に
は
通
学
は
容
易
で
な
い

と
ゆ
５
よ
り
不
可
能
に
近
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
れ
か
ら
考
え

る
と
大
金
田
、
横
川
附
近
の
地

元
民
の
協
力
を
得
て
バ
ス
の
車

教
育
覗
察
團
來
市

七
月
三
日

勿
来
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
六
○
名
高

萩
中
学
校
視
祭

七
月
三
日

栃
木
県
岩
船
村
教
育
振
興
会

一
行
一
三
名
秋
山
小
学
校
を

視
察
し
高
萩
炭
礪
を
見
学
し

た
七
月
四
日

全
振
興
会
一
行
は
商
萩
中
学

校
を
視
察
し
パ
ル
プ
エ
場
を

見
学
し
た

七
月
六
日

岩
手
県
担
任
教
育
事
務
所
一

行
一
○
名
は
本
市
へ
き
地
教

育
状
況
視
察
の
た
め
来
市

駅
東
地
区
の
人
口
自
然
増
加
に
三
三
坪
を
当
て
建
築
総
数
六
五

伴
い
小
学
校
を
建
設
す
る
必
要
○
坪
教
室
数
十
六
そ
の
他
管
理

に
迫
ら
れ
て
い
た
が
此
の
ほ
ど
室
保
健
室
等
五
と
な
り
近
代
的

学
校
統
合
と
に
ら
み
合
は
せ
文
建
築
規
模
を
も
っ
て
児
童
数
約

部
省
よ
り
五
割
の
捕
助
対
象
と
九
○
○
を
收
容
す
る
。

し
て
の
建
築
許
可
が
あ
っ
た
の
昭
和
三
十
三
年
度
始
め
第
一
次

で
継
続
事
業
と
し
て
本
年
度
第
工
事
の
完
成
と
共
に
開
校
す
る

一
期
工
事
に
着
手
す
る
０
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。

校
地
は
肥
前
山
と
し
て
八
、
○

駅

東
地
区
に

新
設
小
學
校
建
築
決
定

庫
と
寝
泊
り
の
出
来
る
宿
直
室

を
造
り
朝
は
山
元
か
ら
出
発
す

る
よ
う
に
し
な
い
と
運
転
士
も

車
掌
も
勤
ま
ら
な
い
と
思
う
し

生
徒
の
疲
勢
も
倍
増
す
る
の
で

は
な
い
か
、
良
案
が
あ
っ
た
ら

指
示
し
て
ほ
し
い
。

（
七
月
五
日
誌
す
）

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
Ｉ
皮
膚
が
ザ
ラ
ザ
ラ
荒
れ
や
す
い
、
ほ
か
の
人
は
な
ん

と
も
な
い
の
に
ま
ぶ
し
く
て
眼
を
あ
け
て
い
ら
れ
な
い
。
（
バ
タ

ー
、
卵
黄
、
人
参
、
ほ
う
れ
ん
そ
草
）

ピ
タ
ミ
ゾ
Ｂ
Ｉ
充
分
睡
眠
を
と
っ
て
も
害
間
居
眠
り
が
出
る
根
気
の

仕
事
を
す
る
と
肩
が
こ
っ
た
り
疲
れ
や
す
い
（
豚
肉
肝
蔵
、
七
分

搗
米
、
麦
そ
ば
、
大
豆
）

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
１
口
の
角
が
た
だ
れ
る
〔
白
菜
、
茸
、
牛
乳
、
卵
）

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
ｌ
一
寸
し
た
固
い
も
の
を
食
べ
て
も
歯
ぐ
き
か
ら
血
が

出
る
（
ほ
う
れ
ん
草
、
牌
辛
子
、
大
根
、
ジ
ュ
ー
ス
、
番
茶
）

蛋
白
質
１
滴
二
才
近
く
に
な
っ
て
も
乳
離
れ
が
悪
く
や
せ
て
い

る
。
太
っ
て
い
て
も
プ
ョ
ブ
ョ
し
た
感
じ
の
赤
・
ち
や
ん
〔
魚
、

卵
、
肉
、
牛
乳
、
小
魚
）

鉄
分
Ｉ
日
頃
か
ら
顔
色
が
青
白
く
、
時
々
プ
ッ
ト
目
が
く
ら

む
（
白
ス
ル
メ
、
昆
布
類
、
魚
類
、
ご
ま
、
あ
づ
き
）

カ
ル
シ
ゥ
ム
ー
落
着
き
が
い
な
一
寸
し
た
こ
と
も
す
ぐ
怒
る
（
海
草

類
、
牛
乳
、
小
魚
）

何
の
栄
養
が

足
り
な
い
て
し
よ
う
か
？

』

固定資産税・都市計画税

納期限:どこ悪ﾐ‘ご薯埴慧:7月31日
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・
第
二
回
高
萩
市
議

↑
Ｌ
生
会
定
例
会
は
一
般

会
計
追
加
更
生
予

だ

算
を
含
め
て
議
案

一
一
件
報
告
二
件

へ
垂
・

諮
問
一
件
に
つ
い

議
鱈
蒲
騨
認

が
行
わ
れ
た
結
果

全
議
事
を
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
三
九
号
高
萩
市
都
市

園
公
條
例
設
定
に
つ
い
て

本
案
は
高
萩
市
内
児
童
公
園

の
設
置
及
管
理
に
関
す
る
條
例

を
新
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
四
○
号
茨
城
県
町
村

消
防
員
団
公
務
災
害
榊
償
組
合

規
約
中
一
部
座
更
に
つ
い
て

本
案
は
茨
城
県
町
村
消
防
団

員
公
務
災
害
補
償
に
関
す
為
組

合
規
約
の
一
部
改
征
珊
項
で
あ

る
。譲

案
第
四
一
号
高
萩
市
新
市

Ｉ建設
審
議
会
設
置
條
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て

本
案
は
高
萩
市
新
市
建
設
審

議
会
設
置
條
例
（
昭
和
三
十
一

年
條
例
第
十
六
号
）
の
委
員
の

数
、
任
期
並
に
庶
務
に
関
す
る

一
部
改
正
條
例
で
あ
る
。

議
案
第
四
二
号
高
萩
市
長
選

挙
公
営
立
会
演
説
会
條
例
中
一

部
改
正
に
つ
い
て

木
案
は
高
萩
市
長
逃
挙
公
営

立
会
演
説
会
に
係
る
班
別
編
成

の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
改
正
、
條

項
で
あ
る
。

議
案
第
四
三
号
窮
民
救
緕
積

立
金
の
欠
損
処
分
に
つ
賭
て
量

■
■
田
圃
Ｐ
頃
憩
・

巾

本
案
は
旧
高
岡
農
業
協
同
組

り ’
汁
二
回
市
議
會
定
例
會

合
解
散
に
伴
う
窮
民
救
済
積
立

金
の
佛
戻
不
能
に
よ
る
欠
損
処

分
事
項
で
あ
る

議
案
第
四
四
号
隔
離
病
舍
売

却
処
分
に
つ
い
て

本
案
は
安
良
川
及
下
手
綱
地

内
の
隔
離
病
舍
が
高
萩
市
及
十

王
町
の
組
合
立
伝
染
病
舎
が
出

来
の
で
必
要
で
な
く
な
っ
た
為

め
そ
の
用
途
を
廃
し
売
却
処
分

す
る
事
件
決
議
事
項
で
あ
る

議
案
第
四
五
号
松
岡
隔
離
病

舎
敷
地
内
立
木
柳
下
処
分
に
つ

い
て木

案
は
松
岡
隔
離
病
舍
敷
地

内
に
あ
る
立
木
を
排
下
げ
る
た

め
の
事
件
議
決
事
項
で
あ
る

議
案
魂
四
六
号
市
有
地
売
．
却

処
分
に
つ
い
て

木
案
は
安
良
川
西
町
市
有
地

七
坪
○
九
に
つ
い
て
庁
舍
敷
地

買
收
に
関
連
す
る
縁
故
挑
下
処

分
を
行
う
も
の
で
あ
る

議
案
第
四
七
号
市
営
住
宅
建

設
に
つ
い
て

本
業
は
諒
一
寵
市
営
住
宅
十

戸
澤
設
に
件
う
事
件
決
議
事
項

で
あ
る

議
案
第
四
八
号
寄
附
金
受
領

に
つ
い
て

本
案
は
望
海
炭
曠
社
長
葬
儀

に
係
る
經
費
の
残
額
参
拾
参
万

七
千
七
拾
円
を
松
岡
小
学
校
児

童
福
祉
費
と
し
て
望
海
炭
礦
株

式
会
社
及
び
長
杼
川
み
ね
殿
よ

り
寄
附
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で

こ
れ
を
受
領
す
る
た
め
の
議
決

事
項
で
あ
る

議
案
第
四
九
号
昭
和
三
十
二

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
に
つ
い
て

内
容
別
掲
載
の
と
お
り

報
名
第
六
号
昭
和
三
十
一
年

度
高
萩
市
才
出
予
算
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

本
件
は
地
方
自
治
法
施
行
令

第
百
五
十
六
條
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
事
項
で
庁
舎

施
設
費
繰
越
に
か
上
る
計
算
書

の
承
認
を
得
る
も
の
で
あ
る

報
告
第
七
号
専
決
処
分
事
項

の
報
告
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
二
年
度
高

萩
市
才
出
追
加
予
算
並
に
庁
舍

稻
敷
美
浦
村
か
ら

は
る
ば
る
輿
入
紅

最
近
と
み
に
養
豚
熱
が
た
か
ま
羊
三
五
○
頭
、
乳
牛
四
○
頭
、

り
市
内
各
所
で
養
豚
組
合
が
結
役
牛
三
五
○
頭
、
馬
一
、
○
○

成
さ
れ
自
給
飼
料
に
よ
る
有
畜
○
頭
、
鶏
一
五
、
○
○
○
羽
で

農
業
に
し
よ
う
と
飼
料
の
研
究
養
豚
に
重
点
を
お
き
五
ヶ
年
後

に
、
豚
舍
の
改
善
に
、
優
良
豚
に
は
一
、
八
○
○
頭
に
し
よ
う

の
繁
殖
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

現
在
家
畜
の
飼
育
頭
数
は
豚
三
市
で
は
こ
れ
ら
各
組
合
の
要
望

○
○
頭
、
緬
羊
三
○
○
頭
、
山
に
応
え
年
額
助
成
で
六
月
三
十

追加更正予算額

入 ’ 出才才

科且’
市 税｜
地方交付税
公企業及び
財産收入

學聯閏

料

學力瞥馬｜ 科
追加更正
予算額

177．000

目

議
役
消
土
教
社

０
０
６
０
０

０
０
７
０
７

２
０
２
０
０

■
■
■
■
凸

１
７
２
５
房
ひ

１
３
７
３
９

戸
ひ
１
６
９

１
＆ ０

０

会
所
防
木
育
勢
艤
鋸

費
費
費
費

５
０

７
０

６
０

２
０

２
０

１
１

５△

2.701.580

０
０

０
７
７
０

０
０
０
０

■
凸
■
■

５
房
ひ
７
０

３
９
３
０

９
８
０

３
砥

◆

△

金
金
債

出
数
支
附

庫
手
国
寄
市

０
０

７
０

９
２

５
５

２
１

５

△

費
勢
費
費

建
設
事
業
費
起
債
議
決
変
更
に

つ
い
て
自
治
法
第
百
七
十
九
條

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
長
の

専
決
処
分
事
項
で
あ
る

諮
問
第
一
号
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

本
件
は
高
岡
地
区
の
人
権
擁

護
委
員
任
期
満
了
に
伴
い
大
字

若
栗
広
木
允
明
氏
を
委
員
の
候

補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
の

諮
問
で
あ
る
。

仇施設費
保健衛生費

産業経済費

財産費

諸支出金

計

０
０
６
５
１

９
０
７
７
８

９
５
２
１
３

凸
■
ｑ
■
■

３
０
０
６
２

』
ひ
９
２
５
１

４
１
６
３| _,,,"計

△

日
和
敷
郡
美
浦
村
よ
り
繁
殖
豚

肥
育
豚
六
五
頭
導
入
、
繁
殖
豚

は
生
産
毎
に
一
頭
づ
上
繁
殖
用

と
し
肥
育
豚
は
共
同
出
荷
の
計

画
に
よ
り
希
望
農
家
に
配
分
劇

愛
と
ん
に

か
な
ら
ず
予
防
注
射
を

豚
コ
レ
ラ
と
い
う
病
気
は
非
常
と
免
疫
期
間
中
は
附
近
に
豚

に
伝
染
す
る
力
が
強
く
流
行
コ
レ
ラ
が
発
生
し
て
も
移
動

地
帯
は
全
滅
す
る
ほ
ど
お
そ
を
禁
じ
ら
れ
た
り
買
ひ
た
上

る
し
い
法
定
伝
染
病
で
す
。
か
れ
る
心
配
は
ぜ
つ
た
い
に

こ
の
病
気
を
予
防
す
る
に
は
注
あ
り
ま
せ
ん
。

射
を
す
る
以
外
に
方
法
が
あ
こ
の
注
射
を
う
け
る
と
赤
い
耳

り
ま
せ
ん
。

標
を
つ
け
て
注
射
を
し
な
い

一
回
の
予
防
注
射
で
半
年
間
豚
と
区
別
い
た
し
ま
す
。

は
免
疫
で
き
ま
す
か
ら
繁
殖
こ
の
病
気
は
必
ず
四
一
度
以
上

豚
は
春
秋
二
回
肉
豚
は
離
乳
の
高
熱
を
出
し
食
慾
が
な
く

後
一
回
は
必
ず
予
防
注
射
を
便
秘
下
痢
体
表
に
紫
班
が
出

う
け
る
こ
と
で
す
。
来
い
る
ノ
、
の
病
状
が
で
比

こ
の
注
射
は
二
週
間
后
よ
り
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
位
死
ん

免
疫
と
な
る
の
で
附
近
に
豚
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
こ
の
病

コ
レ
ラ
が
発
生
し
て
か
ら
で
気
ら
し
い
と
き
は
市
役
所
又

は
間
に
合
ひ
ま
せ
ん
の
で
県
は
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
至
急

で
行
５
期
日
に
は
必
ず
う
け
届
け
て
下
さ
い
。

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
（
市
農
林
課
）

又
こ
の
予
防
注
射
を
う
け
る

横
川
地
匡
の
皆
さ
ん
へ

去
る
四
月
よ
り
横
川
学
校
に
お
い
て
毎
月
末
日
に
市
税
の
出
張
徴
牧

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
利
川
者
が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
の
で
七
月
よ

り
出
張
徴
收
を
廃
止
致
し
ま
す
か
ら
御
了
知
願
ひ
ま
す
。（

市
税
務
課
）

上
服
な
し
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
／
，

七
月
か
ら
九
月
中
旬
頃
ま
で
の
暑
い
最
中
の
各
種
集
会
や
執
務
に
は

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
上
服
な
し
の
軽
快
な
服
装
に
し
た
ら
ど
ん
な
に
仇
き

よ
く
住
み
よ
い
事
で
し
ょ
う
。
お
互
に
気
が
ね
せ
ず
皆
ん
な
実
行
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

ﾗフ

育
さ
せ
る
こ
と
又
し
た
。

な
お
引
続
き
登
録
種
牡
及
檀
牝

豚
を
導
入
し
貸
付
け
て
増
産
を

図
る
予
定
で
あ
る
。

－99－
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市
観
光
協
会
で
は
、
プ
ー
ル
建

設
を
考
究
中
で
あ
っ
た
が
、
日

本
原
科
株
式
会
社
斎
藤
社
長
の

絶
大
な
る
協
力
を
得
、
花
貫
地

先
海
岸
に
夏
季
海
水
プ
ー
ル
を

試
設
す
る
こ
と
に
な
り
工
事
に

着
手
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
素
捌
り
な
が

ら
競
泳
用
と
遊
泳
用
と
に
別
れ

競
泳
用
は
幅
三
○
米
、
長
さ
五

○
米
で
折
返
し
は
板
張
と
す
る

遊
泳
用
は
幅
三
○
米
長
さ
六
五

米
で
大
人
用
、
子
供
用
に
分
れ

婦
人
子
供
も
安
全
に
水
浴
出
来

る
。

各
プ
ー
ル
共
ト
ラ
ッ
ク
二
○
台

分
大
粒
砂
を
敷
き
、
細
砂
の
浮

遊
を
止
め
る
外
シ
ャ
ワ
ー
、
脱

衣
場
、
休
憩
所
、
便
所
及
遊
技

施
設
を
備
え
る
が
、
こ
の
附
近

に
は
伊
吹
山
、
稲
村
神
社
、
日

本
山
妙
法
寺
等
が
あ
り
、
周
辺

婦
人
子
供
も
安
全
に
泳
げ
る

私 夏
季
海
水
ブ
ー
ル
新
設

蕊撫蕊

::溌露寵認
鴬鑑識轆鰯鍛鐵護憩

幕…漆 j

f

鱗鍵蕊
１
１: :祥謀ず:F:::

溌蕊鍵韓 の
松
林
は
キ
ヤ
ソ
・
フ
場
と
し
て

も
最
適
で
あ
っ
て
多
数
の
遊
覧

客
も
予
思
さ
れ
る
の
で
、
期
間

中
、
日
立
電
鉄
の
協
力
を
得
て

環
状
バ
ス
を
計
画
中
で
あ
る
。

筒
「
・
プ
ー
ル
開
き
」
は
七
月
二

十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り

現
地
で
挙
行
し
引
続
き
競
泳
大

会
、
西
瓜
割
大
会
、
釣
大
会
等

判

Ｊ

４

高
萩
グ
ラ
ン
ド
で

事

全
国
定
時
制
高
校
野
球
大
会

露
醒
封
纒
匿
華
華
轄
圭

◇
巡
回
映
画
會

附
桐
塙
融
妹
軸
罷
惣
幸

川
れ
る
。

市
視
聴
畳
教
育
研
究
会
で
は

貢
一
昨
年
全
国
大
会
左
記
日
割
を
も
っ
て
巡
回
映
画

Ｅ
に
於
て
優
勝
し
た
高
会
を
開
催
し
た
。

７
萩
高
校
も
出
場
す
る

の
で
活
躍
を
期
待
す

な
お
映
画
会
を
開
催
し
た
き

る
と
共
に
地
元
の
声
希
望
の
団
体
は
教
育
委
員
会
事

援
を
お
願
い
し
ま
す
務
勘
係
ま
で
御
相
談
下
さ
い
。

2

F
1

溌

鴬
蕊
鐵

難
日 日 ; 昌

睡
恥くさ

来
る
七
月
十
三
日
（
士
）
十
四

日
（
日
）
の
両
市
に
わ
た
り
、

北
茨
城
市
に
お
い
て
県
下
十
五

市
が
参
加
し
て
、
職
員
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
わ
が
市
役

所
野
球
部
は
昨
年
度
日
立
市
で

行
わ
れ
た
大
会
に
お
い
て
激
戦

奮
斗
の
末
、
優
勝
し
た
の
で
あ

る
が
、
本
年
も
二
連
勝
を
目
指

§
§
《
§
ゞ
…
崎
し
て
、
理
事

ＴＩＩ
口
打
印
口
口
昌
睡
唖
岬
霊
堆

『
者
、
市
議
会

爵
…
ｒ

ゞ
事
に
よ
っ
て
愈

蕊
徹
州
鐸
露
馬
工
々
意
気
け
ん

議
熟
幸
詳
蕊

設
昂
で
あ
る
本

畢
溌
蕊
蹴
“

：
新
大
会
参
加
の

》
辮
一
感
毒
樫
講
ル
た
め
七
月
四

溌
溌
”
蕊
”
埼
戸
日
結
団
式
を

”
＃
簿

”
＃

、””
”

↑

？

挙

行

。

野

球

蕊
蕊
蕊
談

』
ブ
部
員
一
同
は

撫
識
》
舞
甥
水
高
萩
市
の
名

蕊
鍵
辮
瀧
郎
唾
海
誉
の
た
め
正

！
：
§

；
々
堂
燕
と
健

蕊
蕊
灘
溌
織
溌
斗
す
る
こ
と

：
！…

：

を

誓

っ

た

。

の
催
し
が
あ
る
。

十
五
市
職
員
体

育
大
会
開
く

来
十
七
年
六
ヶ
月
精
励
絡
勤
外

僚
友
を
惜
し
む
部
と
の
接
触
円
滑
そ
の
紫
大

な
り
と
言
う
ゞ
へ
し
今
後
の
御
自

前
多
賀
地
方
事
務
所
民
生
課
員
愛
を
ひ
た
す
ら
祈
る
次
第
で
あ

で
あ
っ
た
益
子
孝
氏
は
昭
和
三
詫
識
霊
華
ゞ
睾
椿
岬
搾
鍛
帳
棟
砦

十
年
一
月
十
一
日
附
を
も
っ
て
枝
の
教
職
よ
り
転
じ
て
昭
和
十

銅
何
蔀
岬
榴
録
酔
碓
搾
畢
》
》
唖
痔
詩
蓬
諏
二
叶
鞆
詔
軸
“
鋤

を
も
た
れ
た
の
で
実
に
練
達
堪
の
仕
事
に
就
か
れ
て
以
来
、
今

確
齪
匡
却
纒
砺
娠
唾
雨
浄
酔
啼
燕
》
》
吋
痙
》
峰
蹄
咄
唯
『
》

他
日
の
大
成
を
祈
る
。

蒔
善
砺
叫
乖
砕
》
娼
一
一
帯
蛙
》
毎
桶
》
》
峰
酬
恥
儘
拙
鞆
却

唖
詫
註
辨
癖
轆
轆
鄙
淋
或
坤
飛
睦
禄
碓
鋸
睡
唾
辨
峰
嘩
峠
紳
難

辮
崎
癖
池
睦
銅
唾
一
口
鏥
鋤
硫
帳
噸
罐
踊
咋
録
軸
恥
艇
癖
辨
挙
岬

摂
養
を
祈
る
。

交
情
に
謝
し
併
せ
て
御
多
幸
を

税
務
課
書
記
岬
代
但
好
氏
は
大
祈
る
次
第
で
あ
る
。
（
大
森
）

正
九
年
九
月
十
五
日
附
を
も
つ
．
‐
‐
‐
１
：
‐
‐
、
‐
‐
‐
‐
ｉ
‐
ｌ
Ｉ
ｉ
‐

て
旧
松
岡
町
役
場
に
職
を
奉
ぜ

広
報
メ
モ

ら
れ
て
今
日
に
及
ん
だ
。
勤
続

年
数
三
十
六
年
九
月
と
言
う
庁
‐
！
‐
‐
１
ｔ
‐
１
－
１
１
１
‐

内
最
古
参
練
達
の
士
。

い
わ
ば
功
成
り
名
と
げ
て
後
進
○
不
頁
化
防
止

に
途
を
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
子
供
の
不
良
化
は
、
大
人
た

が
良
吏
の
讃
辞
を
惜
し
め
な
い
一
ゞ
藩
の
言
動
が
知
ら
ず
知
ら
ず

勤
外

．
↓
兇

六
月
三
十
日
付
で
発
令
さ
れ
た
退
職
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

益
子
孝
（
福
趾
事
務
所
）
合
併
時
の
庶
務
主
任
と
し
て
敏

滝
已
之
太
郎
（
總
務
課
）
腕
を
振
は
れ
た
の
は
今
も
記
憶

諦
帷
但
鱸
一
銅
育
識
員
墨
一
俳
燭
識
垂
鈍
唖
坤
垂
皐
走
詞
ぞ

柴
田
慶
一
（
用
務
手
）
燕
羅
寺
躁
調
罎
一
碓
岬
訓
嗣
耐
和
十

し
爾

期
日
開
催
地
協
力
団
体

奮
三
研
修
会
館
商
工
会

〃〃〃〃〃

〃二元天君

島秋秋上下叩
Ⅱ
市
役
所
職
員
退
職
叩
Ⅱ

山山君君

名下中田田

青
年
会

婦
人
会

公
民
館

公
民
館

公
民
館

昌
一
石
滝

″
二
上
手
綱
北
組

″
全
く

″
〈

″
九

″
一
○

横下高大

手

川綱戸能

公
民
館

公
民
館

公
民
館

婦
人
会

公
民
館

公
民
館

市
職
組
役
員
決
る

去
る
六
月
二
十
二
日
市
役
所
職

員
組
合
役
員
選
挙
で
次
の
岩
が

当
選
し
た
な
お
中
央
委
員
山
口

安
一
氏
外
十
四
名
が
各
課
よ
り

選
出
届
出
が
あ
っ
た
。

執
行
委
員
長
佐
朧
健
雄

副
執
行
委
員
長
柴
田
緋

書
記
長
佐
川
忠
義

執
行
委
員
鈴
木
八
郎

″
佐
川
好
和

″
矢
吹
和
典

″
豊
田
利
附

″
岬
長
啓
二

会
計
鑑
査
川
井
光

″
矢
代
清
女
郎

生
活
が
開
放
的
に
な
る
の
で

子
供
の
あ
る
家
庭
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
の
大
人
た
ち
は
注

意
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
Ｏ

○
あ
な
た
は
：
・
食
前
、
用

便
後
に
手
を
洗
い
ま
す
か
。

「
病
は
口
か
ら
」
と
も
う
し

ま
す
が
、
疫
痢
、
赤
痢
に
な

る
の
は
、
そ
の
手
か
ら
入
る

の
で
す
。
食
事
の
前
に
は
必

ら
ず
手
を
洗
う
習
慣
を
確
実

に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
夏
休
み
の
親
の
心
得

夏
休
み
は
、
た
だ
学
校
生
活

の
休
み
だ
け
で
、
子
供
の
学

習
活
動
の
休
み
を
い
う
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
勉

強
は
「
生
活
の
中
か
ら
学
ば

せ
る
」
よ
う
に
垢
導
し
ま
し

し
生
Ｒ
Ｊ
Ｏ

○
疲
勢
回
復

先
づ
早
寝
早
起
も
大
事
で
す

が
、
脂
肪
分
の
多
い
食
物
を

も
っ
と
多
く
た
尋
へ
、
小
魚
、

大
豆
、
野
菜
、
果
物
が
い
つ

も
絶
え
な
い
よ
う
に
心
が
け

る
の
が
よ
い
こ
と
で
す
。

不
良
に
導
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
、
特
に
夏
は
あ
ら
ゆ
る
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